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その結果か ら、PECS等 の代替え手段 による
指導により機能的コミュニケーションとしての











キ ー ワー ド:自 閉 症 視 覚 的 情 報 処 理 能 力
PECS認 知 的 リハ ー サ ル コ ミュ



























































1.自 閉症 につい て
1.自 閉 症 の 概 念 の 変 遷
自 閉症研 究 が 進 む 中 、 知 的 な遅 れ を伴 うい わ
ゆ るKannerタ イ プ の 「自閉 症 」(earlyinfantile
autism)以 外 に 知 的 に 高 い 自閉 性 障 害 の 存 在
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が 指 摘 さ れ、 知 的 に重 度 な もの か ら知 的 に軽 度
な もの 、あ るい は障 害 の ない もの まで、 「連 続体 」
と して 自 閉症 の概 念 につ い て捉 え よ う とい う考
えが な さ れ る よ う に な っ て き た。 そ の よ う な考
え の も と、 今 日で は 「自閉 症 」 を連 続 性 の 幅 広
い広 が りを もつ 障 害 を表 す とい う視 点 か ら 「自閉
症 スペ ク トラム」(AutismSpectrumDisorder:
ASD)と い う概 念 で捉 え られ て きて い る 。 「自
閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 」 の 正 式 な 医 学 的 診 断 名
(DSM-IV-TR,2000)は 「広 汎 性 発 達 障 害 」
(PervasiveDevelopmentalDisorders:PDD)
と呼 ば れ て お り、 「広 汎 性 発 達 障 害 」 と い う名
称 は 医療 分 野 で使 われ る診 断 名 で 、 自閉 性 障 害
(低機 能 ・中機 能 ・高 機 能 自閉 症)、 アス ペ ル ガ ー
障害 、 特 定 不 能 の広 汎 性 発 達 障 害 等 を含 む広 い
概 念 で あ り、 我 が 国 にお い て も世 界 にお い て も
「広 汎 性 発 達 障 害 」 の 視 点 か ら 「自 閉症 」 の 概




















自閉症児の視覚的情報処理能力に視 点 をあてた コミュニケーシ ョン ・スキルや
日常生活スキルの指導に関す る検 討









































































































自閉症児が約3週 間で 「トイレ」の絵カー ドを







ケ ー シ ョンの た め の代 替 手段 と して指 導 した研
究 が 報 告 され て い る。 例 え ば 、 サ イ ン言 語(長
澤,1995)やVOCA(VoiceOutputCommuni-
cationAids:板 井,1997;中 邑,1997)、 絵 カー
ド(山 根 ら,1996;大 谷,2005)等 が あ げ られ
る。 この よ う な拡 大 ・代 替 コ ミュ ニ ケ ー シ ョン
(AugmentativeandAlternativeCommuni-
cation:AAC)手 段 を用 い て 指 導 して い く場 合
には、 柔 軟 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を成 立 させ る
た め に、1つ の コ ミュニ ケ ー シ ョンモ ー ドを組
み 合 わせ て い くこ との 重 要 性 も指 摘 され て い る
(野 呂 ・山 本 ・加 藤,1992)。 サ イ ン言 語 や シ ン
ボ ル を用 い た コ ミュニ ケ ー シ ョン ・シス テ ム等
視 覚 的 な手 段 を用 い た もの は、 音 声 言 語 の よ う
に 瞬 時 に消 え て しま う もの で は ない 点 も、 自 閉
症 に対 す る機 能 的 コ ミュニ ケ ー シ ョンの 指 導 上
の利 点(Bondy&Frost,2002)と 考 え られ る。
絵 カ ー ドを用 い たAAC手 段 に よ る指 導 と し
て は、 例 え ば 、大 谷(2005)が 自閉症 児 に 対 し、
写 真 ・PCS(picturecommunicationsymbo1)
カ ー ド ・VOCA等 のAAC手 段 を使 用 し、 個 別
の指 導 計 画 に沿 っ て 自立 活 動 の指 導 を行 い 、 コ
ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが拡 大 し、 問題 行 動 が 減 少 し
た こ とを 報 告 し、言 葉 の学 習 等 を大 切 に しな が
ら写 真 ・絵 カー ド ・VOCAな どのAAC手 段 を
使 用 した 自立活 動 の 指導 の有 効性 を示 して い る。
③PECSに よ る指 導 法
PECS(ThePictureExchangeCornmuni-
cationSystem:絵 カー ド交 換 式 コ ミュ ニ ケ ー
シ ョン ・シス テ ム)は 、 自閉症 児 に対 して 、 自
分 か ら始 発 す る機 能 的 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン行
動 を 比 較 的 短 期 間 で 教 え る 訓 練 方 法 で あ り、
FrostとBondyに よ り開発 さ れ た も の で あ る。
PECSはAAC手 段 に よ る指 導 領 域 で 確 立 され 、
そ の 理 論 的 背 景 に は応 用 行 動 分析 学 の 原 理 が 組
み 込 まれ て い る 。PECSで は、 最 初 に、 ほ しい
もの を表 す 絵 カー ドを聞 き手 に渡 して 、 ほ しい
物 の 実 物 を受 け とる こ とか ら教 え、最 終 的 に は、
自閉症児の視覚的情報処理能力 に視点 をあてた コミュニケー ション ・スキルや






















一色 ら(2008)は 、自閉症児に対 してPECS






































































皿.自 閉症 児の コ ミュニ ケー シ ョン ・
スキ ルや 日常 生活ス キル の指導:







Aさ んは月に2回 程度、大学(筆 者所属)で




Aさ んの現在 までの主な相談歴、通園 ・通学
歴は以下のとおりである。



































(4)本 指 導開始 児 のAさ んの コミュニケー ション・
ス キル
自発 的 な要 求 行 動 に よ る コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン






















分)を2回 繰 り返 して行っている。指導中筆者





































1)カ ー ドを用いたスケジュール ・ボードによ
る活動予定の理解 と行動表出:スケジュール・
ボー ドにカー ドを貼って、その日の教育相談













2)PECSに よ る コ ミ ュニ ケー シ ョン ・ス キ ル
の理 解:Aさ んが 興 味 を示 す 玩 具 の絵 カ ー ド
と玩 具 を交 換 す る行 動 の獲 得 を 目標 と して、
PECSで の 指 導 手 続 き に従 っ て以 下 の よ う に
フ ェ イ ズ1か らIVま で 実施 す る。
フ ェ イ ズ1[コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの取 り方]
「好 きな」 もの を 見 て、Aさ ん が そ の 絵 カ ー
ドを取 り、 指 導 者 の 方 に 手 を差 し出 し、 絵
カ ー ドを指 導者 に 手 渡 す 。 言語 プ ロ ンプ トは
使 用 しな い 。
フェ イ ズH[距 離 と持 続]Aさ ん が コ ミュ
ニ ケ ー シ ョ ン ・ブ ッ ク(図1)の あ る所 に行
き、絵 カ ー ドをは ず し、 指 導 者 の所 に行 き、
指 導 者 の注 意 を引 き、 指 導 者 の 手 に絵 カ ー ド
を置 く。 言 語 プ ロ ン プ トは使 用 しな い 。他 の
指 導 者 と も実 施 す る。
フ ェイ ズ 皿[絵 カ ー ドの弁 別]コ ミュ ニ ケ ー
シ ョン ・ブ ッ ク の 所 に 行 き、並 ん で い る絵
カー ドの 中 か ら適 切 な 絵 カー ドを 選 ん で 取
り、 指 導 者 の 所 に行 っ て手 渡 し、 そ の 物 を要
求 す る。 言 語 プ ロ ンプ トは使 用 し ない 。 他 の
指 導 者 と も実 施 す る。
フ ェイ ズIV[文 の構 成]コ ミュニ ケー シ ョン ・
ブ ックの所 に行 き、 ほ しい物 の 絵 カ ー ドを 取
り、そ れ を文 カー ドに貼 り、「くだ さい 」絵 カー

























行動表出することを促す。1)と 同様 に 「吹
きます」「ティッシュ捨てます」の音声言語も
図1.コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン ・ブ ック と絵 カ ー ド
(注)新(2008)よ り
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自閉症児 の視覚的情報処理能力 に視点 をあてた コミュニケー ション ・スキルや











4)便 拭 きの行動実施:3)の 行動が定着 した
後に、実際に トイレでAさ んが便をした後に
便の拭き取 り行動の表出を促す。
(2)指 導 場 所 ・教 材
指 導 の 場 所 は 、 大 学研 究 室1室 を プ レイ ル ー
ム と学 習 室 に約 半 分 ず つ に設 置 した 所 で 実 施
し、使 用 した教 材 は、図1に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ
ン ・ス キ ル の 指導 に用 い る コ ミュ ニケ ー シ ョン ・
ブ ッ ク と絵 カ ー ド、 図2に 便 ふ き取 り指 導 で
の 写 真 カー ドを示 して い る 。 い ず れ も絵 カ ー ド
や 写 真 カー ドに示 した もの と同 じ実 物 を研 究 室




拭 き取 り行動の指導を3ヶ 月程度集中的に実施
する。なお、両指導とも現在 も指導手続 きは変
えてはいるが継続実施中である。
4.結 果 と考 察
(1)コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ス キ ルの 獲 得
カ ー ドを用 い たス ケ ジュ ー ル ・ボ ー ドに よる
活 動 予 定 は即 時 に 理解 で き、 遊 びや 課 題 学 習へ
の移 行 の行 動 が 獲 得 で きた。 また、PECSに よる
コ ミュ ニケ ー シ ョン ・ス キ ル の指 導 で は、Aさ ん
は フ ェイズIVま で 行 う こ とが 出 来 た が 、Aさ ん
は 自分 が ほ しい カー ドを文 カー ドに貼 り、 そ れ
を 渡 す とほ しい もの が も ら え る と情 報 処 理 し、
余 り 「くだ さい」 カー ドを貼 る こ とが な く、「く
だ さい」の カ ー ドを必 要 と し なか っ た 。これ は、
Aさ ん 自身が ほ しい物 の絵 カー ドを コ ミュニ ケー
シ ョン ・ブ ックに貼 る行 動 自体 がAさ んに とって
の 「くだ さい 」(表象)の 意 味 で あ り、 同 じ意 味
の 「くだ さい」 の カー ドを貼 る必 要 は な か っ た
の で 『「くだ さ い」 の カ ー ドを貼 る』 行 動 を表
出 しな か っ た と考 え られ る。 また 、 これ らの絵
カー ドを用 い て遊 びの 場 面 で は 自発 的 に要 求 し
(1)「 お 尻拭 きま す」 (2)「 テ ィ ッシ ュ捨 て ま す」 (3)「 流 しま す」
図2.便 の拭 き取 り行動の写真 カー ド














(2)便 の拭 き取 り行動の獲得





























































自閉症児の視覚的情報処理能力 に視点をあてた コミュニケーシ ョン ・スキルや
日常生活ス キルの指導 に関す る検討
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